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●人 口：27,504人
●世帯数：10,809世帯

(H30年４月１日現在)

●面 積：825.97 k㎡

１k ㎡当たりの人口 １世帯の構成人数 １月当たり出生数 １月当たり死亡数 １月当たり結婚数 １人当たり市民所得

33.76 人（H29.9.30 現在） 2.56 人(H29.9.30 現在) 10.92 人（平成28 年度） 41.08 人（平成28 年度) 6.08 組（平成28 年度） 2,321 千円（平成27 年度）

進化する “まちづくり” 地域総合力 で 元気再生

永遠の日本のふるさと遠野

●産業別就業者数

●市内純生産額
1,094億円
(2015年度）

14,291人
（2015年度）

第1次産業, 
4.1%

第2次産業, 
45.8%

第3次産業, 

50.1%

● 将来像

● 遠野市の花・鳥・木

やまゆり やまどり いちい

● 特産品

ホップ わさび

岩手県遠野市の概要

第1次産業, 
18.4%

第2次産業, 
31.0%

第3次産業, 
50.5%
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◆ 地域再生計画（地方創生推進交付金実施計画）の概要

とおののもの・こころ海外経済交流プロジェクト

●計画名称 とおののもの・こころ海外経済交流プロジェクト

●申請主体 遠野市

●計画区域 遠野市全域

●認定申請 平成28年(2016年) 6月13日

●認定日 平成28年(2016年) 8月30日

●計画目標

●計画概要

基幹産業である農林業の再興を起点とした地域経済の活性化を目的に、遠野の自然 ・文化・風景や農林水産物

などの地域産業資源を活用して、多様な主体と連携しながら、生産、加工、販売に取り組む６次産業化の総合的
な推進を図る。

遠野ふるさと公社が地域商社へと経営進化を遂げ、地域の生産物や加工品等の新たな販路開拓を図る。

［打って出る“海外展開”］
地域ブランド構築、相手国市場調査、商談会出展、新商品開発、地域商社、郷土の先人(伊能嘉矩)企画展など

［迎え撃つ“インバウンド対応”］
道の駅魅力アップ、観光プロモーション

基準年（計画実施前）
平成27年度(2015年度)

計画１年目
平成28年度(2016年度)

計画２年目
平成29年度(2017年度)

計画３年目
平成30年度(2018年度)

６次産業化
関連効果額

１６．５ 億円 目標 １７．０ 億円
実績 １７．１ 億円

目標 １７．２ 億円
実績 １７．４ 億円

目標 １７．３ 億円
実績(推計値)１７．４ 億円

特産品等
海外取引額

０ 百万円 目標 ０．３ 百万円
実績 ０．８ 百万円

目標 １．０ 百万円
実績 １０．９ 百万円

目標 １．５百万円
実績(推計値)１１．０百万円

外国人観光
客数

１，２０８ 人 目標 １，５００ 人
実績 ２，３３４ 人

目標 １，８００ 人
実績 ２，２６２ 人

目標 ２，１００ 人
実績(推計値) ２，７００人

進化する “まちづくり” 地域総合力 で 元気再生
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〔設 立〕昭和63年10月13日

〔出資金〕 ７１，０００千円

〔従業員〕 ５２人（2018年度）

〔年間売上〕 ５．５億円（2018年度売上見込額）

〔代表者〕理事長 本田敏秋（遠野市長）

年月日 項 目 備考

S58.6.18 『伝承園』 開園

S59.5.19 遠野ふるさと公社(任意)設立

S63.6.1 遠野物産センターオープン

S63.10.13 社団法人遠野ふるさと公社設立

H8.4.27 『遠野ふるさと村』 開村

H10.6.30 『遠野風の丘』オープン

H13.10.5 アンテナショップ「麦わら帽子」オープン
東京都
武蔵野市

H16.4.1 「たかむろ水光園」の管理運営開始

H18.912
イオン盛岡南ショッピングセンターに
「結いの市」をキーテナントとして出店

岩手県
盛岡市

H29.2.24 海外で岩手･遠野物産展を開催
台湾台中市
裕毛屋

〔主な沿革〕

一般社団法人遠野ふるさと公社の概要

◆目的
遠野市ならびに市内の産業団体および産業人の

有機的な結合により、豊富な素材と資源を活用し、
地域の独自性を生かした特産品の開発、流通の
拡充及び地場産業の振興ならびに就業機会の増大
を図りもって地域経済の活性化及び市民福祉の
増進に資する事を目的とする｡

◆事業内容
・地場産品の開発研究および普及
・地場産品の宣伝及び販売促進
・地場産業の人材確保及び育成
・公共施設の管理運営

H28.9.20 地域再生推進法人に指定

進化する “まちづくり” 地域総合力 で 元気再生
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地域再生推進法人としての活動 １
【北東北にっぽん市】
■趣旨 地方創生とおののもの・こころ海外経済交流事業のキックオフ・イベントとして、遠野市を

はじめ北東北の広域から参加事業者を募り、海外の報道関係者を対象に、遠野・北東北の
農林水産物や加工食品のＰＲイベントを開催した。

■日時 平成29年 4月 21日（金）18時30分～ 20時00分
■場所 日本外国特派員協会 （東京・有楽町 電気ビル20F）
■来場者 日本外国特派員協会の会員など 200人

(会場の様子やチラシ等）

進化する “まちづくり” 地域総合力 で 元気再生
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地域再生推進法人としての活動 ２
進化する “まちづくり” 地域総合力 で 元気再生

【台湾･台中市裕毛屋「岩手･遠野物産展」】
■日時 平成31年(2019年) 2月 8日（金）～ 11日（月）

■場所 台湾･台中市 裕毛屋（公益店及び崇徳店）
■事業者 ９社（11人）
■成果 ４日間の売上額 ４００万円（１元3.7円で計算）

(物産展の様子等）
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地域再生推進法人としての活動 ３
進化する “まちづくり” 地域総合力 で 元気再生

【人材育成に拡がる取組】

台湾スーパーマーケット商談会

･･･商談後の講評

地元銀行、旅行会社、事業者、

博物館、行政との情報交換

米国スーパーマーケット商談会

・・・計画前倒しで、米国での物産展

にチャレンジ

訪問団の事前学習会

･･･高校生と一緒に現地の事情を学ぶ
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●とおののものこころ 交流の拠点として、道の駅の再生にチャレンジ･･･

今後の取り組み
進化する “まちづくり” 地域総合力 で 元気再生

●有機的連携による第三セクターの経営進化にチャレンジ･･･

東北自動車道釜石秋田線

全線開通を機に、道の駅

遠野風の丘の結節点とし

ての機能充実化を図る。

開業から２０年が経過

施設の全面リニューアル
（改装）計画の策定を検討

産学金官の有機的な連携

のもと、創造力と経営力の

補完機能が発揮される

運営体制の充実化を図る。

第三セクター経営改革

産業振興の中核団体確立
に向けた経営計画の検討

学生の想像力を
地域再生に生かす・・・

地方銀行

地元業者
地元行政

地元大学
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